公益社団法人 山形青年会議所

２０１４年度 第２回役員候補者会議 議事録

◆ 日  時 ：２０１３年 ９月１８日（水）
１９：００～２１：３０
◆ 場　所 ：山形ビッグウィング　
　４階　会議室

1. 開  会                                                     遠藤専務理事候補者
1. ＪＣＩ　Ｃｒｅｅｄ唱和                                     吉田栄寛委員長候補者
1. ＪＣＩ　Ｍｉｓｓｉｏｎ並びにＶｉｓｉｏｎ唱和               近藤英雄委員長候補者
1. ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                            　 黒沼望委員長候補者
1. 東北JC宣言文唱和						河又勇人委員長候補者
1. 出席者の確認（敬称略）                                     岩田事務局長候補者
理事長候補者                齊　藤　秀　昭
直前理事長候補者            井　上　周　士
実行委員長候補者            齋　藤　秀　和
副理事長候補者              安　藤　太一郎
副理事長候補者              佐　藤　貴　博
副理事長候補者              鈴　木　辰太郎(公欠)
副理事長候補者              横　山　隆　太
専務理事候補者              遠　藤　智　大
監事候補者                  中　村　正　利
監事候補者                  三　沢　慶　洋(欠席)
特別委員長候補者            鈴　木　　　力
特別委員長候補者            與　田　貴　博
常任理事候補者              長　瀬　洋　一
常任理事候補者              武　田　靖　裕
常任理事候補者              會　田　智　弘
常任理事候補者              長谷川　吉之介
常任理事候補者              荒　井　要　雄(遅参)
常任理事候補者              舟　山　力　也(遅参)
本部長候補者                髙　野　秀　哉(遅参)
本部長候補者                井　上　智　博(欠席)
委員長候補者                近　藤　英　雄
委員長候補者                安孫子　直　樹(遅参)
委員長候補者                河　又　勇　人
委員長候補者                黒　澤　利　道 (遅参)
委員長候補者                吉　田　栄　寛
委員長候補者                黒　沼　望
事務局長候補者              岩　田　雄　治

＜オブザーバー＞
会務セクレタリー候補者      井　上　大　樹
会務セクレタリー候補者      奥　山　竜　士
会務セクレタリー候補者      髙　橋　将　史



７．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　 岩田事務局長候補者
公益社団法人山形青年会議所定款第５条・第４５条に基づき理事会構成員の２分の１以上の出席のため、本会は成立。

８．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名           　齊藤理事長候補者
議事録署名人は齊藤理事長候補者・中村監事候補者の２名
議事録作成人は会務セクレタリー

９．前回議事録の承認				　　　齊藤理事長候補者
第一回役員候補者会議の議事録をリンクしているので確認する。修正等あれば本会終了後までに事務局まで知らせる。本会を終了したら自動承認とする。

１０．理事長候補者挨拶　			　　　齊藤理事長候補者

皆様今晩は。連日の２０１３年度の活動、そして２０１４年度の活動対しましてご協力頂きましてありがとうございます。まずは先日開催されましたシニアとの交流会におきまして２０１４年度の理事長として決意表明をさせて頂いたところでありました。先輩からも様々なお声掛けを頂きながら２０１４年ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会の成功に向けてそして「５９年目の歴史をしっかりと理事メンバーそしてメンバーと共に歩んでゆくのだよ」ということで多くの先輩から同じようなことを違った言葉でお伝え頂いた所でありました。まずは本日異例となる開会となりますけれどもこれは担当ラインとしてしっかりとつないで頂いて副理事長そして常任理事ということでしっかりとＬＯＭを牽引して頂ければと思います。これからの時期、今まで同様にＣＯＣの会議そして２０１３年度としての会議そしてＬＯＭの運営そこに１４年が入ってくる訳でありまして、全員が全員タイトな訳であります。しっかりとした運営の中でより良いＬＯＭを作っていきたいというふうに思いますので、皆さんから様々な意見も頂きながらより良い最良の方向に向かって進んでいきたいというふうにも思いますのでどうぞよろしくお願い致します。そしてまた今週末になりますけれども日本青年会議所の理事会におきまして２０１３年から１４年の６月までということで増田果菜子さんのＡＰＤＣの開発担当役員としての日本ＪＣとしての承認がされるということで２０１４年の事務局そして１３年度の方々からも日本の理事会に参加頂きまして承認の素晴らしい時間を共有出来ればなと思って参加してこようと思っております。これから出向者も含め様々な所に様々な形でコミットしていかなければならないというふうになりますので、是非しっかりとＬＯＭの委員会を候補者段階ではありますがしっかりと牽引頂いて２０１４年度へ向けてしっかりと歩んでいきましょう。本日も長時間になるかと思いますが、宜しくお願い致します。ありがとうございました。

１１．直前理事長候補者挨拶 　　　　　　　　　　　　　 井上直前理事長候補者

皆さん今晩は。今理事長からあったと思うのですけども、冒頭にまず食事があるというようなことは経験のある皆様にとって、どうでしょうか。ありましたでしょうか。こういったケースはありません。というのも定足数に足りず、初理事の方もいらっしゃらなくて来て下さっている方は副理事長、常任格または委員長の方も当然いらっしゃいますけども私も傍らから見ていまして、非常にこう齊藤理事長が今挨拶したのですけども、胸の痛い気持ちでいっぱいです。気持ちを込めて認めた所信そしてそれに伴って本日上げられたグループ方針。それをしっかりと皆で読み込んで心を一つにしてそれに伴って委員長方針が出来るはずです。この様なスタートで委員長方針書けますか。まだ来てない委員長がいらっしゃる中での発言というのは重々承知なのですけども。来てない方に対して来てらっしゃる方にお伝えするという部分はいたしかたないという部分をご了承下さい。でもその部分はラインの方で今理事長からあった通り役員候補者会議だし絶対出ようということで声をかけて下さい。理事長、事務局相当辛いはずです。そういったものをしっかり汲んであげて、もちろん仕事もあって今年度次年度もあってタイトなのは皆一緒だと思います。そこを５分１０分の気の緩みでもやっぱり遅刻は遅刻です。それは皆さんの頭の中にあると思いますけども、ちょっと５分間だけ休むかとかいって慌ただしくなって遅刻につながるなんていうケースあると思います。そこはやっぱりしっかり社会人たるもの５分１０分前にしっかりスケジューリングしてこの役員候補者会議、今回初めて第一回目みたいなものですよね。第一回目は顔合わせですから。そこにやっぱり標準をグループとして合わせるように皆で頑張って行きましょうよ。じゃないといいものできませんので。そういったやる気をしっかりと汲んで一丸となって齊藤理事長を支えてＡＳＰＡＣが開催出来ますので。もちろん他人事じゃなく当事者意識でしっかりとした会議運営今日もしていきましょう。では、いない方にもしっかり伝えて第三回目は皆で定刻通り始められるように是非ご指導お願いします。以上です。

１２．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　岩田事務局長候補者
ファイル名「14役員Pre02st」確認事項その他含め３件、討議事項その他含め１件、審議事項その他含め１件、協議事項その他含め５件、報告以来事項その他報告含め４件

１３．議事の採尺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤理事長候補者
全員賛成の為、本議題について進める。
(以下、『候補者』表記を割愛)
１４．  確認事項
確－０１ 組織図（案）について 	事務局

遠藤専務理事【補足】
配属会議より全ての名前を記載しました。新入会員のお名前を中心に再度確認する。

確－０２ 出向者（案）について　決定（９月１８日現在）	事務局

現在のところ、以下のメンバーの出向が確定している。
国際青年会議所　ＡＰＤＣ　増田果菜子君
日本ＪＣ　ＪＣＩ関係委員会　運営幹事庄司安広君
日本ＪＣ　東北地区協議会　直前理事前会長 荒井寛君
山形ブロック協議会　副会長 佐藤貴博君

まだまだ出向者を決めなければならないので、随時皆様に報告する。

確－０３ その他
削除

１５．  協議事項　		遠藤専務理事
協－０１ 理事長所信ｖｅｒ２０（案）に関する件		 事務局

遠藤専務理事候補者【補足】
前回頂いた意見から赤字にて修正しているが修正前の黒字部分についてもあわせて確認願う。

武田常任理事【意見】
修正部分も読みやすく全体的にもわかりやすい所信である。

長谷川常任理事【意見・質問】
非常に文章の精査が進んでおり見やすいが会員拡大の部分について「未来を見据えた組織形成」の他に
もう一言強い言葉を入れ所信を元に活動を行っていきたい。

近藤【意見】
我々も熟読して、方針を決定していきたい。

河又委員長【意見】
グループ方針と照らし合わせ、委員会方針を作成していきたい。

興田特別委員長【意見】
１８０行目「私たちの住まうやまがた」２１３行目「私たちが住まうまち山形」２４２行目「未来のＹＡＭＡＧＡＴＡ創造」の「山形」の表記が統一されていない。それぞれ意味があり、ひらがな表記、漢字表記、ローマ字表記と使い分けているが、１８０行目と２１３行目の表記について、違和感があるので精査頂きたい。

遠藤専務理事候補者【補足】
委員会事業計画を作成していくので、この所信をしっかり読み込んでよりより事業計画を作成する。

協－０２ グループ基本方針（案）に関する件 各グループ
・国際グループ
長瀬常任理事【読み上げ】

武田常任理事【意見】
１行目と２行目が、山形の背景と山形ＪＣの背景が並列表記となっており、つながりが無いので適切な接続詞を付けて繋げていただきたい。

佐藤副理事【意見】
２段目終盤の接続詞パターンで「また」が続いてしまい方針(パターン)とずれているため再考していただきたい。

舟山常任理事【意見】
５２行目～５６行目まで「まずは」が続いており読みにくさを感じる。５９行目「メンバー一人ひとりの資質の向上に繋げるために～総決起大会を開催します。」と記載されているが、メンバーひとりひとりの資質をあげるために総決起大会を行うように読み取れる修正いただきた。

黒沼委員長【意見】
先に出た意見の他、私からは特にない。

遠藤専務理事【意見・質問】
２行目「ＡＳＰＡＣ山形大会の開催という重要な」と記載されているが他の年度は重要でないように読み取れるので、修正してみてはいかが。６１行目「国際会議を開催した実績を山形の自信とするため」の記載は「自信」ではなく「活力」や「力」など力強い言葉を選んではいかが。５４行目の「山形のまちや人」について、まちはひらがなで人は漢字と統一されていない。

横山副理事【意見・質問】
グループの取り組みや背景が見えていない。ＡＳＰＡＣやＣＯＣの意義にとらわれ過ぎて見失っている。
まずは、そして、さらに、また、のひとつひとつの使い方を考えた時に「まずは、メンバーを牽引していくこと」が最重要となる。そして「さらに、」という接続詞がない。「さらに、」を使うことでもう一歩踏み込んだ内容を書けるのではないか。やりたいことと取り組みたいことが見えてきていない。

吉田委員長【意見】
たくさんの人を山形に呼び込みたいという気持ちが伝わる。意見を言えるよう読み込む。

遠藤専務理事【補足】
８００字と揃えて頂きありがとうございます。

・元気創造グループ
武田常任理事【読み上げ】

横山副理事長【意見】
お手本になるような綺麗な文章でこのままでもいいレベルだがあえて逆手をとった意見をだすと、時系列に沿って中の取り組みを記載したと思われるが時系列が大事なのか事業のつながりが大事なのかを考慮してみてはいかが。９行目の「また～」からジャガイモ、そして花火、さらにまたシニアとくるので、そこの順番を再考してみればもっとよくなる。また、花火についてどこまで書くのか継続していくことが大事になってくるので委員会の事業計画ともリンクさせ１５年以降もどのように取り組んでいくのかもグループ内でしっかり話し合いまとめてほしい。

安孫子委員長【質問】
「自然豊かな環風景」が聞きなれない言葉だが環境風景ではだめなのか。

武田常任理事【回答】
前回も指摘があった。辞書には載ってはいないがＪＣ用語として使い慣れた言葉なので使った。

安孫子委員長【質問】
ＪＣ用語という認識でよろしいのか。

遠藤専務理事【補足】
ＪＣレポートの後ろの方に「Ｔｈｅ　Ｍｏｔｈｅｒ　Ｌａｎｄ Ｙａｍａｇａｔａ」の説明に記載されているので、このままでいい。

遠藤専務理事【意見】
「有形無形の」ではないか確認する。

安藤副理事長【意見】
３段目の文の出だしが「メンバーも一市民として」という記載について「ＪＣメンバーとして」どう動いていくのか書くべきである。私個人として違和感がある。

會田常任理事【意見】
１０行目の「確実の物とするために」について「確実な物」にしたほうがいい。「今後とも」ではなく「今後も」でいいのではないか。１４行目「考慮などすべての面」は話し言葉に近いと思いますので「すべてを」に変更してみては。

井上直前理事長【意見】
５行目の「絆を結集し」は「絆を強める」という使い方が適切。８行目の「昂ぶった」という言葉は否定的な意味が含まれているため、再考する。皆様にも伝えるが正しく使っているつもりでも誤った言葉で使っている場合が多いので文章と再度向き合い言葉ひとつひとつを理解して作成する。

　・未来創造グループ
會田常任理事【読み上げ】

長谷川常任理事【意見】
４行目「理解を通じ」の表現についてだが力強い表現を検討する。９行目「地域や人を照らす契機となり近隣ＬＯＭとの強固な連携をはかるために」の文章はつながりにかける。

舟山常任理事【意見】
『』の使い方は「」の中で『』を使うものだと思いますので、『』の使い方を精査する。「やまがた」の使い方は統一されているので「」はいらないのではないか。事務局に確認なのだが、「行政と市民の連携」の記載について各グループが類似した言葉を順不同で使用しているため表記を統一してみてはいかが。

武田常任理事【質問】
重点事項は３点で良いのか。

會田常任理事【回答】
細分化すると増えるが４ＬＯＭ合同例会をどう表現すべきか判断できないため一つにしている。

武田常任理事【質問】
アワード等は記載しないのか。

會田常任理事【回答】
記載するとリトルリーグなど１０点ほどになるので大きいところだけ記載した。

横山副理事【補足】
過去のレポートを確認しても精査が働いてなく重点事項について全部書くグループと重要な部分のみ記載しているグループがあるので事務局側で精査していく。

佐藤副理事【意見】
６行目「オピニオンリーダーとしての活動に自覚」についてオピニオンリーダーに「活動」を付ける必要があるのか。次に１２行目「公益的で市民参画型」は市民参画型であれば公益的な意味も含まれている。「手と手を取合い」についても一般的な意味合いとして確認する。

武田常任理事【意見】
１０行目の「４ＬＯＭ合同例会」は別団体が立ち上がる。山形ＪＣとしては強固な連携を図るのはわかるが表現を変えては。

・会員拡大グループ
長谷川常任【読み上げ】

長谷川常任理事【補足】
重点事項と基本テーマの記載が抜けているので口頭にて読み上げる。また冒頭の背景の部分５３行目のところが５８年目となっているが５９年目の表記となるので次回まで修正する。

安藤副理事長
６２行目６３行目６４行目と毎行「私たち」が続いてくどい。５４行目会員数が半数になっているのは事実だがこれから頑張っていくものなのでマイナスな情報はあまり記載しない方がいいのではないか。

高野本部長【意見・質問】
「崇高」という言葉をなぜ使ったのか。

長谷川常任【回答】
斉藤理事長の所信から引用した。誇り高き気高き理念が頭にあるので今後邁進していくために使用した。

與田特別委員長【意見・質問】
５８行目～５９行目「成功へと導くために～実施する」について来年のレポートに記載されるべきことであり予定者の段階としてやっておくべきことなので書くべきではないのではないか。同様に「直前に控えた」というよりは「来るＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ」のほうが適切ではないか。

鈴木特別委員長委員長【意見・質問】
１段目はグループの目的と背景を記載するべきで拡大は人が減ったから拡大するのではなくＪＣ運動を発展していくために拡大するのであってもう一度検討頂ければ。

荒井常任理事【意見・質問】
７０行目「新たなる～若き力」の「若き」よりも「新しい」が適切なのではないか。

舟山常任理事
５７行目「質高く～会員活動」について質の高さを会員活動は別物なので、再考願う

齊藤理事長
６５行目「山形ＪＣが～」について２０１３年の波にのるというのもあるので「あり続けるために」６９行目「未来を共に想い描いて」は過去になっているので、未来を見据えた文章にする。

・ＬＯＭ運営グループ
荒井常任理事【読み上げ】

長瀬常任【意見】
前回私が意見した部分は修正されていたが１０行目の表現の主語がないので誰が気づきを得るのかＪＣが進化していくのか個人が進化していくのかわかりづらい。８行目の「山形青年会議所がより地域に」の「が」を「を」に変更することで読みやすい文章になる。

吉田委員長【意見・質問】
「時代変革の波にも適応していくことで」とのことだが自分と相手の言葉が混ざっているように感じる。

横山副理事長【意見・質問】
６行目から８行目「まずは~」８行目から「そして~」どちらも「発信していきます」と閉じているがその違いについて。

荒井常任理事【回答】
前者はＬＯＭやＪＣメンバーに発信、後者は市民に向けて発信している。

横山副理事長【意見・質問】
１つのセンテンスにまとめられる。前回常任でも話したが書きたいことが多いグループは精査が必要。そして順番も大事。また、１７行目の最後「支援していきます」は弱い。文章の説明がいらなくなるのが「方針」となるので検討する。

佐藤副理事長【意見・質問】
前段にコンプライアンスという記載があるが中段にそれを達成するための取り組みの記載がないので再考頂ければ。

遠藤専務理事【補足】
明るい豊かな社会は創立以来掲げていたのかという質問に対して１９６０年に掲げられた。山形ＪＣは１９５５年創立なので創立以来ではない。

近藤委員長【意見・質問】
「奉仕・修練・友情」は日本のホームページを見ると「修練・方針・友情」とある。

遠藤専務理事【補足】
細かく説明すると以下になる。
個人の修練　社会への奉仕　世界との友情

・グループ基本方針フォーム（書き方）

協－０３委員会事業計画（案）に関する件		遠藤専務理事候補者

○委員会事業計画フォーム（書き方）

遠藤専務理事【補足】
理事長所信・グループを読んで自分の委員会に落とし込んでいく流れとなる。書き方を見ると細かい指定がある。５行２００字１２行４８０字３行１２０字となる。３段落の末尾は「~を実現します」とグループで統一する。

○委員会事業計画シート
書き方に関しては常任理事に指導を仰ぐ。年間事業フレームのシートの下にＣＯＣの任務が出ているがこれは昨年書かれておるのでこちらを反映する。締切日は来週の水曜日９月２５日正午まで担当理事に送付する。９月３０日までに事務局に提出する。時間が無い中ではあるがしっかりと向き合い作成する。

[bookmark: _GoBack]協－０４　スタッフセミナー開催（案）に関する件　総務委員会
黒沼委員長【補足】
・案内
９月３０日（月）中央公民館にて２０１４年度スタッフ候補者セミナーを開催する。１部前半で
１部後半で議案の作り方を、具体的な説明をする。第２部では、公益社団法人としての予算の作り方を説明する。

舟山常任理事【補足】
第一部議案書作成は、ペーパーだけでなくパワーポイントを使うなどわかりやすい説明になるよう制作中である。

遠藤専務理事【補足】
まずは参加することが一番なので各ラインで参加するよう促す。

横山副理事長【意見・質問】
次第に東北宣言が入っていないので今後資料を作る際は気を付ける。

安藤副理事長【意見・質問】
２０１４年スタートの初めの事業になるがパワーポイントの背景の雛型があるがＪＣマークや日本国旗の場所や比率が現在バラバラなのでコンプライアンスにのっとって作成する。

長瀬常任理事【意見・質問】
ＪＣクリードやミッションなど記載方法が誤っているので修正する。

鈴木特別委員長【意見・質問】
第一部②議案の作成を中村監事とのことだが総務委員会で作成する資料があるのでそちらとの整合性がとれるようにする。

遠藤専務理事【補足】
セミナーの時間があまりとれないのでみなさんがしっかり理解しメンバーの質問に答えられるようにする。

協－０５　その他
削除

１８．報告・依頼事項				 岩田事務局長候補者

報－０１ 　グループ基本方針・委員会事業計画提出について
９月２５日（水）正午まで担当常任理事に提出（１０月２日第３回役員候補者会議にて協議上程）

報－０２ 　今後のスケジュールについて
前回と変更点はないが日本ＪＣ・東北ブロックから正確な情報がきていないのでわかり次第反映する。

報－０３　 上程スケジュールについて
次回役員候補者会議までのスケジュールとなっている。
■　上程票締切り （５日前）　０９月２７日（金）１２：００
■　議案締切り（３日前） ０９月２９日 （日）１２：００
■　議案ダウンロード（１日前）１０月０１日 （火）２４：００

報－０４　その他
削除

１９．次回開催 				遠藤専務理事候補者

[ ２０１４年度 第３回役員候補者会議 ]
２０１３年１０月２日水曜日１８：３０～　場所：山形青年会議所　会議室

[２０１４年度 スタッフセミナー]
２０１３年９月３０日月曜日１８：３０～　場所：中央公民館　研修室

２０．監事講評　　			中村監事

皆様大変お疲れ様でございます。まず本日の第二回約委員候補会議でございますが冒頭に井上直前や齊藤次年度からもありましたが異例のスタートでした。定足数が伴わない委員長が不在だという風な形で当初とるべきではない休憩時間を取ってからのスタートということでございます。何度となくございましたがこちらの方が私たち山形青年会議所のスタンス、理想、思いそういったものを揉む会であります。そういったことをしっかり受け継いで下に落として頂けなければ２０１４年の方はまわりません。今ほどもスケジュールと何度もございました。そういったことを一つ一つ丁寧に守っていただいて、こちらの方の会議に臨んで頂ければと思います。本日、グループの方針の方と見させていただいておりました。さすがに理事の経験のある方々が常任にて作っていただいているものですので文章も素晴らしいもので仕上がっております。テクニックに走るのではなく、手法や背景だということもさることながら理事長の方針や思いを汲み取っていただいて下の委員長が実現できるような方針を目標に作成してください。そういったところがないと下からの積み上げというものが出てきません。最後になりますが、こちらの会議ですけど皆様は初委員長の方も多数いらっしゃいますがキャリアは相当ありますよね。今までいろいろ活動した中で皆様が自信をもって理事として来ている。冒頭のところから言いますとこの場でしか言いませんが最初のＪＣＩ宣言、ミッション等はそういったときは手を前に組まない後ろに組まない、ちゃんとした規律した姿勢を保って宣言をする。そういったところが基本でございます。マナーですけど可能であるならば立ち上がった時は椅子を引く、前に入れる。発言するときは暑い時はジャケットを脱いでいてかまいませんが発言をする時はジャケットを着て前のボタンを閉めて発言する。そういった紳士的な部分が理事の皆様には求められています。それを皆様が下の委員会に落としてください。そうして山形青年会議所の資質は保たれてきました。候補者でしかこういったところは言えません。理事会ではもう言いません。そういったことをしている方がいらっしゃいましたら副理事長、常任の方が間違いなく指導してください。私の方から今日しか言いませんので十分に注意しまして次回の候補者会議に臨んで下さい。以上で監事講評とさせていただきます。本日は大変お疲れ様でございました。

２１．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　遠藤専務理事
